
，ひ≒

- 川 ， 力

〔Ｉ〕ネルギー問こ関する次の①～⑩の各文は，「世界の化石燃料消費およびセ
メント製造にかかわる年次別二酸化炭素排出量（二酸化炭素換算）変化」を示した

図中の化石燃料Ａ，ＢまたはＣに関するものである。各文はＡ～Ｃのいずれに該

当するか，最も適切なものを選択し，その記号をマークしなさい。

①この化石燃料は，２０世紀半ばから現在までの期間をみると，他の一つの化

石燃料消費の変化傾向と類似している。ただ，それに比べると，発電などの原

料として，地球温暖化防止や大気環境改善対策にかなり優れている。

②この化石燃料は２０世紀半ば以降；急激に消費が伸ぴたが，この資源名を冠

した経済ショックが生じて，その後の増加傾向は小さくなっている。

③この化石燃料の使用期間は長く，産業革命や現在び）先進国の工業化１こ貢献した。

④この化石燃料は埋蔵量が豊富で偏在性が少ない。先進国以外では，中国とイ

ンドの消費の伸びが著しい。

⑤この化石燃料は欧州や北米で消費が多く，主にパイプラインを通じて利用さ

ごれている。欧州ではロシアヘの依存度が高く，エネルギー安全保障め見地から，

見直しがはじまっている。

⑥この化石燃料の２００６年末の確認埋蔵量は，この年の産出量で割ると可採年

数はほぽ５０年となる。中東諸国など埋蔵量は豊富であるが，近年，北海やイ

ンドネシアなどで資源の枯渇が目立ってきた。

⑦この化石燃料の埋蔵量が多い国は，アメリ：；り合衆国，インド，中国，ロシア

な ど で あ る 。 生 産 量 の 半 分 近 く は 中 国 で， アメ リ カ 合 衆 国 ， イ ン ド が 続 く

（２００４年）。

⑧この化石燃料は，生産量（２００４｀年），埋蔵量（２００６年）のいずれもロシアが１

位 を 占 め て い る 。 - ， ， ト ト

⑨一次エネルギーの供給構成（２００４年）をみると，イギリ ‘スではこの化石燃料ま。----ｊ〃-”・。ふふ７・
吻ダが最も低い比率を占めており，他の２種はほぼ同率となっている。

⑩日本の一次エネルギー供給のほぼ５分の１がこの化石燃料である。その輸入

先第１位の国は，少なくとも１９８０～２００５年についてはオーストラリアである。
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〔Ｉ〕次のネルギー資熱こ関する問（Ａ）～｜司（Ｊ）について、該当するものを一つ選び、

その記号をマークしなさい。

問㈲一次エネルギーに該当しないものは次のいずれか。

（ ア ） 石 炭 （ イ ） ウ ラ ン 鉱 （ ウ ） 都 市 ガ ス

問（Ｂ）石炭産出量が圧倒的に高いシェア（第１位）を示す国（２００３～２００６年）は，

次のいずれか。

（ ア ） 中 国 （ イ ） アメ リ カ 合 衆 国 （ ウ ） オ ース ト ラ リ ア

問（Ｃ）石炭輸出量について圧倒的に高いシェア（第１位）を示す国は（２００３～２００５

年），次のいずれか。

（ ア ） 中 国 （ イ ） アメ リ カ 合 衆 国 （ ウ ） オ ース ト ラ リ ア

ｚ］芦ｉｆｊ〔〕原油産出量について，§国が極めて高いシェアを持っている（２００６～２００８

年）。３国に属さない国は次のいずれか。

八 ア ） ク． ７ ； ？ ． ， Ｆ Ｆ こ 乙 日 （ イ ） ア メ リ ： ； ！ ， 合 衆 国 （ ウ ） ロ シ ア㎜---４-＝-ｔｗＦ”’

問 （ Ｅ ）天然ガスの生産量および輸出量について圧倒的に高いシェアを示す国

（２００８年）は、次のいずれか。

（ ア ） ノ ル ウ ェ ー （ イ ） ア メ リ カ 合 衆 国 （ ウ ） ロ シ ア

圃Ｆ）再生可能エネルギーに当てはまらないのは、次のいずれか。

（ア）潮汐 （イ）天然ガス （ウ）薪・炭

問（Ｇ）一次エネルギー供給の構成比（石油換算）で，「可燃性再生可能エネルギー

および廃１１剛勿」（ＣＲＷ）が極めて低い国（２００４年）は次のいずれか。

（ア）サウジアラビア （イ）インド （ウ）ブラジル

（で？（ｙ？ノ欧界各国の水力発電量を見ると上位４カ国のシェアがかなり高いことがわ
かる（１９９６～２００６年）。この４カ国に属さない国は次のいずれか。

（ア）中国 （イ）アメリカ合衆国 ０：ｊノ ル ウ エ 二

-ミー-ｉ〃‾’‾-●-‾ｗ--〃

問（Ｉ）世界各国の原子力発電量を見ると上位３カ国が継続的に高い値を示す

（１９９６～２００６年）。この３カ国に属さない国は次のいずれか。

（ ア ） イギ リス （ イ ） アメ リ カ 合 衆 国 （ ウ ） 日 本

- １ - 命Ｌ３４（１１-００２）
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問（Ｊ）世界各国の風力発電量を２００５～２００９年について見ると，二酸化炭素排出

量世界１・２位を示す２国で発電量が飛躍的に増大している。この２国に当

たらない国は次のいずれか。

り っ 中 国 鮒 ア メ リ カ 合 衆 国 （ ウ ） ド イ ツ
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